
会議等の意見対応
■第１回地域公共交通会議（2025.5/27）
議題 № 質問・意見 回答・対応
２．議事（報告
事項）
（２）報告第２
号　令和６年度
かもめバス利用
状況について

1 ・周遊券の販売枚数が前年比を割れて
いるが、近鉄のぶらりすとの数字が
聞きたい。（藤原委員）

・令和 6年 4月から販売し、周遊券の
枚数は 127枚である。それをプラス
した状態であっても 3855枚で、前年
度よりも少なくなっている。（事務
局）

2 ・ポケモンの周遊券におまけはつかな
いのか。（今井委員）

・おまけはないが、券自体がお得で 1

日券と 2日券がある。大人、子ども
でデザインが違う。出だしは好調
だったが、もう少し PRが必要。（事
務局）

3 ・シンフォニアテクノロジーのバス停
利用者が減った原因はわかっている
のか。（森委員）

・原因は深くはわからない。前年が 80

名程度、6年度は 20名程度になっ
た。通勤方法を変えたのか、辞めら
れたのか、そこまでわからないが、
そこに大きな要因があるのではない
かというところまでは分析した。
（事務局）

4 ・伊射波神社はどのぐらいの入れ込み
があるのか。（加藤委員）

・統計的な数字はないが、人気が出て
きている。問い合わせも多く、
ウォーキングするような観光のニー
ズの変化に対応している。今後も微
増していくのではないか。（高浪委
員）

5 ・停留所の名前に伊射波神社と入れる
といいのではないか。
・回数券と周遊券が減になってきてい
る。公共交通を使って来ることもで
きるということを PRしていくという
ことも考えたほうがよい。（加藤委
員）
・ハッピーチケットは毎回 100円引き
で得である。PRをやっていかなけれ
ばいけない。
・1日、2日乗車券は枚数毎にデザイン
を変えていくといいのではないか。

・ぜひ反映していきたい。（会長）



議題 № 質問・意見 回答・対応
ミジュマルはお金がかかる可能性も
あるが、デザインが変わることに
よってまた鳥羽に来たいと思わせ
る。（加藤委員）



（２）報告第２
号　令和６年度
かもめバス利用
状況について

6 ・ミジュマルデザインの周遊券をコレ
クトしたいという人もたくさんいる
のではないか。PRするなど、出張販
売するということもぜひ考えてはど
うか。（矢野委員）

7 ・伊射波神社はインバウンドの方には
結構ウケるのではないか。行きにく
いが、うまく宣伝すれば行ってもら
えるのではないか。（会長）

（３）報告第３
号　令和６年度
鳥羽市定期航路
事業の状況につ
いて

8 ・資料の P.8、6年度の旅客と荷物の移
送実績、これも 4月から 3月でよい
のか。（中村委員）

・そうである。（事務局）

9 ・昨年度、中野郷桟橋の廃止があり、
周遊券の伸びがあり、定期券が減と
あるが、その影響でわかることがあ
れば教えていただきたい。（中村委
員）

・神島の乗客数が増えた要因は、工事
があり、業者が何度も行き来した。
一般乗船料、人数は減ったが料金が
増えているという逆転現象が起きて
いる状況もあり人数は微減という形
になっている。（事務局）

1

0

・中野郷航路がなくなり、駐車料金が
高くなった。もともと離島に住んで
いた者としては、駐車料金が免除さ
れる方法があれば地元に戻りやすく
なるのではないか。（中村委員）

1

1

・中野郷に置いたままバスで行くこと
もできるのか。（会長）

・乗り継ぎ割引券がある。佐田浜から
中野郷までのバスは無料の券があ
る。（事務局）

1

2

・乗継割引券の使い勝手が非常に悪
い。バスのダイヤも悪い。（中田委
員）



（３）報告第３
号　令和６年度
鳥羽市定期航路
事業の状況につ
いて

1

3

・佐田浜の駐車場は 260台となってい
る。観光シーズンだと足りなくな
る。近いところは料金が高い。遠い
ところはバスで乗り継がなければい
けない。時間はかかるが駐車場料金
が安いという選択があることを示し
た上で、駐車場を整備していくとい
うことはあり得る。
・駐車場を安くするということならで
きるが、使いたい人が使えないこと
になってしまわないように施策を考
えないといけない。外から来る人も
行きやすくするという情報提供もや
らなければいけない。内宮へ行く場
合も、違う駐車場は遠くなるので、
そこを結ぶ交通機関も考えていかな
ければいけない。
離島に行きやすくするという観点か
ら、一体何をしなければいけない
か、いろいろ考えないといけないと
思う。（加藤委員）

・しっかり意見を賜り、住民、観光客
に不便がないように少しでも改善し
ていきたい。（事務局）

３）報告第３号
令和６年度鳥羽
市定期航路事業
の状況について

1

4

・ミジュマル公園に公共交通で来てく
れたら、なにかサービスがあるとい
い。（加藤委員）

（４）報告第４
号　かもめバス
のバス停移設に
ついて

1

5

・佐田浜のバス停の前に市民が利用で
きる待合をするスペースがあるが、
いつもそこに業者の車がずっと駐車
している。お客、荷物を降ろすとき
にそこのスペースが使えない。（清
水委員）

・三重県志摩建設事務所がラインを引
いてくださった。それを見て止める
方が気をつけていただけるように、
声をかけるようにさせていただきた
い。（事務局）

1

6

・定期船の着く時間に合わせて乗り降
りする人の行き来が激しい。車が
入っていくと死角になるので、信号
機をつけることはできないか。（山
本委員）

・建設課には壁のところを見やすいよ
うにという要望はさせてもらった
が、予算の関係もある。事故がない
ように引き続き早急にやってもらう
ように要望していきたい。（事務
局）

1 ・バス停の移設について、事前に運輸 ・承知した。（事務局）



7 支局のバス担当にご相談いただきた
い。（森委員）

３ ． 議 事 （ 協
議・承認事項）
（１）議案第１
号　令和６年度
地域公共交通会
議の事業報告及
び決算について

1

8

・やっていること自体が物足りない。
具体的なことをやっているのであれ
ば書いてほしい。
・鳥羽バスセンターは殺風景である。
例えば路線図や、運賃、俯瞰図、大
きな地図など、貼ってみてはいいの
ではないか。
・チェックシートをもう少し埋めてい
くような作業を計画策定の中でやら
れたらいいのではないか。（加藤委
員）

・次年度の令和 7年度の評価について
は、具体的な内容を記載するような
方向に努めていきたい。（事務局）

（２）議案第２
号　令和７年度
地域公共交通会
議の事業計画及
び予算について
（３）議案第３
号　鳥羽市地域
公共交通計画の
進捗評価及び実
施計画の見直し
について
（４）議案第４
号　鳥羽市地域
公共交通計画の
改訂について

1

9

・P.33 の市民アンケート調査につい
て、これは離島も入っているという
ことでよいか。（中村委員）

・入っている。（事務局）

2

0

・調査項目の中に、定期船で行きた
い、行ってみたい場所と、自宅最寄
りの定期船乗り場を入れてもよいの
ではないか。（中村委員）

・意見を踏まえて、市民アンケートに
必要な事項を盛り込む。（事務局）

2

1

・宿泊者に対する観光アンケートにつ
いて、日帰り観光客も対象か。（森
委員）

・日帰り観光客も対象として、広く観
光アンケートとして実施したい。鳥
羽市観光協会等、観光関係者の意見
を踏まえながら設計していきたい。
（事務局）

2

2

・基本方針について、公共交通によっ
て一体何を実現するのかというのは
どうやって検討するのかという視点
が今の説明では全くない。上位計画
の目標から公共交通だと何が寄与で
きるかということを考えなければい

・基本方針の件については、10月の会
議にたたかれ台をお示ししたいと
思っている。アンケート、関係事業
者へのヒアリングの話があったが、
実効性をどのようにするのかという
観点で伺いたいと思っている。



けない。
・交通事業者へのヒアリングは、本音
の意見を言っても、それが施策にど
うつながっていくかというのはやら
なければいけないところである。
（加藤委員）

・総合計画と鳥羽駅の再整備を担当し
ているので、整合を取りながらやっ
ていきたい。進め方などについては
委員にも相談しながら進めたい。
（事務局）

（４）議案第４
号　鳥羽市地域
公共交通計画の
改訂について

2

2

この計画については離島のことも十分
考えられていない状態である。市民
アンケート調査というのはほどほど
にして、懇談会やワークショップを
やっていかなければいけないのでは
ないか。総合計画策定のときに住民
懇談会的なものはあるのか。その中
で交通を議論するということもあっ
てもいいと思う。（加藤委員）

2

3

・船員が魅力的な仕事になるように、
総合計画で本腰を入れてやらなけれ
ばいけない。
・定期券が高校生に対して一番売れて
いるのは答志島である。本土との行
き来が一番多いところのはずなの
に、そこをどのようにしていったら
いいかというビジョンがなく、これ
は離島だからしょうがないと思って
いる。この計画で今できることは何
かを考えなければいけない。総合計
画やほかの計画で意見交換するとこ
ろの機会も含めてどのようにやりと
りするのか、1回見取り図を描かれた
ほうがいいと思う。交通で何をやっ
ていかなければいけないかというの
は、そういった議論が前段にあって
ほしいと思った。（加藤委員）

2

4

・今回の公共交通計画の改訂という言
葉について引っかかっている。どう
いうスタンスで臨もうとされている
のかを確認したい。（会長）

・法定計画なので、法律上、定められ
た事項を記載する。（事務局）

2 ・内容の話。意気込みの話。（加藤委 ・現行の計画は観光的な視点や、交通



5 員） 結節機能をどううまく利用していく
のかというところがやや弱いと感じ
ているので、鳥羽らしくまちづくり
を進めていくという意味では実効性
のある計画を作りたいと思ってい
る。そういう意味では新たに作ると
いう気持ちで臨みたい。（事務局）

（４）議案第４
号　鳥羽市地域
公共交通計画の
改訂について

2

6

・公共交通と関連して、ある程度のビ
ジョンを示していかないと、逆にこ
のタイミングで何のためにやるのか
ということがあるのかなという感じ
がする。
・将来の公共交通をどうしていきたい
かというビジョンを示した上でアン
ケートをしていかないと、意味合い
的どうなのかという感じがしてい
る。
・できる範囲でいいので、ビジョン的
なものを各委員に、こういうことを
踏まえた形でやっていきたい、こう
いうことを目指した公共交通計画を
やっていくのだというのを皆さんに
お示しさせていただかないと、次回
からの会議がうまくいかないのでは
ないかという感じがする。（会長）

・議論をいただくにはビジョンが必要
だということは我々も認識してい
て、重要だと思っている。事務局と
してのビジョンを次回の第 2回の会
議を予定しているので、その場では
しっかりビジョンをお示しできたら
と思う。（事務局）

2

7

・それに関しては異論がある。今まで
公共交通計画を積み上げてきたわけ
である。問題点も一定明らかになっ
ているので、その辺のビジョンは書
けるのではないか。（会長）

・今回評価をいただいたような内容は
一定整理をさせていただいて、アン
ケートやさまざまなものを踏まえた
ものを 9月にお示しするのが最も円
滑であると思っている。（事務局）

2

8

・生き残り戦略としても考えていく中
の 1つの要素、ファクターとして大
切なものだと思う。それは一定ある
のではないかと思う。（会長）

2

9

・この計画策定の中でビジョンが一番
大事である。そのことを議論するこ
とに、例えば前半に何回か分科会を
作るとかあったほうがいい。住民、



事業者、庁内でもいろいろあると思
う。そういった設計があることでみ
んなが意識共有できて、次に実現し
ようとしたらそれぞれが何をやらな
ければいけないなどの事業のリスト
が出てくる。改善しなければいけな
いというのが出てくる。議論が行わ
れ、結果的にビジョンが固まるとい
う、そのプロセスが大事。（加藤委
員）

3

0

・ワーキングは作れないか。鳥羽校の
学生たちに観光案内を作ってもらっ
たときにもそういったグループが
あったが、今回も作れないか。（今
井委員）

（４）議案第４
号　鳥羽市地域
公共交通計画の
改訂について

3

1

・今ちょうど大きな計画が並行して動
いている。それぞれにワーキンググ
ループを作るとなかなか難しい部分
がある。そこはうまく有機的に、ど
ちらにも意見が聞けるようなものを
作りながらやっていくほうがいいの
かなと思う。（会長）

・ワーキンググループではないが、公
共交通会議の場自体が本当に大事な
場だと思う。ここの場を有効活用さ
せてもらいたいと考えている。
・現行のところを生かしつつ、今後 5

年間の計画を作っていくというのを
順次説明していきながら皆さんにご
意見をいただくことができたらと思
う。
・4回という会議にしているが、もう少
し会議が増えるのではないかと思っ
ている。（事務局）

3

2

・取り組みの姿勢みたいなものが示せ
るかなと思ったので、ペーパー 1枚
でもいいから作ってはどうかと言っ
たつもりである。それはどうか。
（会長）

・現行ある可能な範囲で作らせていた
だくという理解でよいか。誤ったと
ころもあるかもしれないが、必要な
限りさせていただきたい。（事務
局）

3

3

・地域公共交通計画についてはこの会
議体の中で議論していくわけなの
で、スタンス的なものがあったほう
がいいと思っている。（会長）

3

4

・個別の事業のところは、3号議案の
シートを使って見直すという形で考



えてほしい。（加藤委員）
（５）議案第５
号　地域公共交
通確保維持事業
に係る計画につ
いて

3

5

・宿泊の送迎バスの維持や継続が厳し
くなるということで、検討してもら
うのはいいことだと思うが、中部運
輸局の情報として持っていれば教え
ていただきたい。
・共助的ライドシェアは許認可が要ら
ないと思うが、そういった活用の仕
方などの情報はあるか。（矢野委
員）

3

6

・国からお金をもらうために出す書類
がこれでいいのか。（加藤委員）

3

7

・地域公共交通確保維持事業に係る計
画、軽微な変更等があった場合には
運輸支局と事務局のほうで調整して
修正していただくことをご了解いた
だきたい。（森委員）

・運輸局からのご指摘も踏まえてやらせ
ていただく。（会長）

（６）議案第６
号　生活交通確
保維持改善計画
の作成について

3

8

・議案 6 号の「生活交通確保維持計
画」という名称、今は「地域公共交
通確保維持改善計画」になってい
る。ご確認いただきたい。（森委
員）

・修正する。（事務局）

４．その他
（ １ ） 伊 勢 湾
フェリー株式会
社の会議への参
画について

3

9

・伊勢湾フェリーから公共交通会議に
入りたいというご意見をいただいて
いる。次回の会議に入っていただく
ことをお諮りさせていただきたい。
（事務局）

・その方向で進めさせていただきた
い。（会長）

（３）ミジュマ
ル公園オープン
に伴う対応につ
いて

4

0

・ミジュマル公園が 7月に完成する予
定である。夏休み期間の渋滞が予測
される。一旦対処療法的に島民の駐
車場の位置や、警備員を配備すると
か、別途臨時駐車場を開設するとい
うことを市としては考えている。具
体的には予算が確定したらご周知さ
せていただきたい。（事務局）

・大原則として離島を含めて、皆さん
になるべくご迷惑をかけないように
ということと公共交通機関を利用し
ていただくような PRを精力的にやっ
ていきたいと思っている。（会長）

4

1

・ミジュマル公園は三重県の公園なの
で、三重県の政策についてもお聞き
したい。（高浪委員）

・ミジュマル公園については流域課が
やっている。詳しい情報はお伝えで
きない。こちらに直接お問い合わせ



いただき、流域課のほうに報告して
おく。（山下委員）

4

2

・三重県と連携しながら渋滞緩和や離
島の方にご迷惑をかけないように、
安全対策をやっていきたい。（高浪
委員）

・ぜひその方向でお願いする。（会
長）

4

3

・この会議を通さなくてもできる仕組
みが共助型ライドシェア。会議にか
けなくてもできるから勝手にやれば
いいというだけだと後が続かなくな
ることに注意してほしい。あまり形
から入らないほうがいいと思ってい
る。相談いただくと具体的に提案で
きると思う。（加藤委員）

・個人の判断で進めるのではなく、個
別にご相談いただいた上でお願いし
たい。（会長）


